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電事連会長  定例会見要旨  

（2015 年 6 月 12 日）  

 

電事連会長の八木でございます。本日は、関西電力社長としての当番会

見でもありますので、よろしくお願いいたします。最初に電事連会長とし

て、「エネルギーミックスと今後のエネルギー政策」について、私どもの

考えを申し上げます。  

 

エネルギーミックスにつきましては、今月１日に、小委員会としての報

告書案が取りまとめられ、現在、パブリックコメントにかけられていると

ころでございます。昨年４月に策定された新たなエネルギー基本計画の方

針を踏まえ、幅広い観点から議論が重ねられ、このたび、電源構成比の案

が示されましたことは、一つの節目であると考えております。資源に乏し

い我が国において、Ｓ＋３Ｅを同時達成する、現実的なエネルギーミック

スの姿を求めてまいりました私どもといたしましても、今回の案は全体と

してバランスのとれた内容であり、原子力につきましても、確保すべき規

模が明示されたことは、意義があるものと受け止めております。  

 

また、今月７日、８日のＧ７サミットでは、この電源構成比の案を前提

とした約束草案の原案に基づき、安倍首相が、地球温暖化対策に向けた方

針を表明されました。地球温暖化対策とエネルギー政策は、まさに表裏一

体の関係にありますので、両政策は十分な整合を図る必要があると考えて

おります。約束草案につきましては、実施中のパブリックコメントを経て、

正式決定されるものと承知しておりますが、電力業界全体としての目標に

つきましても、政府の地球温暖化対策の策定スケジュールにあわせて、な

るべく早くお示しできるよう、検討を進めてまいりたいと考えております。 

 

今後は、新たなエネルギーミックスを、いかに実現していくかが大変重
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要になってまいります。私どもといたしましても、Ｓ＋３Ｅの実現を目指

して、最大限の取り組みを行ってまいります。国におかれましても、それ

が可能となるよう、政策や環境の整備を、ぜひともお願いしたいと考えて

おります。  

 

具体的に申しますと、原子力につきましては、安全を最優先に、一日も

早い再稼働を目指してまいります。川内原子力発電所では、これまでに審

査手続きが全て完了し、使用前検査が実施されておりますが、その他のプ

ラントも含めまして、引き続き、真摯に的確に対応してまいります。そし

て今後とも、一層の安全性向上を図りながら、安全・安定運転を積み重ね、

国民の皆さまから信頼していただけるよう、最大限の取り組みを続けてま

いります。  

 

一方、原子力発電は巨額の投資を必要とし、事業が長期に亘るという特

徴があります。これまでは、国の政策の下、長期的な事業の予見性を得な

がら、バックエンド事業も含めまして、事業者が共同で取り組んでまいり

ました。しかしながら、原子力発電への依存度低減の方針が示され、競争

環境も一層進展する中で、事業の先行きが不透明になり、投資回収にも不

確実性が増してまいります。こうした新たな環境下においても、我が国に

とって重要電源と位置付けた原子力発電を、今後も民間事業者が担ってい

くために、引き続き予見性をもって事業を計画・遂行できる環境整備が、

大変重要になると考えております。  

 

また、今回の議論で注目された再生可能エネルギーにつきましては、現

状と比べて大幅に拡大する方針が示されました。エネルギー自給率の向上

と環境性に優れる再エネを、最大限活用していくために、私どもといたし

ましても、例えば大型蓄電池を活用した性能試験や、太陽光発電設備のき

め細やかな出力制御に関する技術確立など、各社において、保有する知見
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も活かしながら、課題克服に向けた実証試験などに取り組んでいるところ

でございます。  

一方、今後の導入拡大に向けては、多様な再エネ電源がバランス良く入

る仕組みなど、制度面での見直しも必要になってくると思っております。

また、国民負担を伴うことから、消費者や産業界等、国民の皆さまのご理

解を得ながら、時間軸を持って進めていく必要があると考えております。 

 

以上、エネルギーミックスと今後のエネルギー政策について申し上げま

した。  

なお、お手元に資料１としてお配りしております、電事連役員人事につ

いてご報告いたします。このたびの各社の社長交代に伴いまして、非常勤

の電事連副会長に、中国電力苅田社長と、九州電力瓜生社長に就任いただ

くことといたしました。新たな体制になりますが、引き続き、どうぞ宜し

くお願いいたします。  

 

以  上  

 

http://www.fepc.or.jp/about_us/pr/pdf/kaiken_s_20150612.pdf


 

2015 年 6 月 12 日 
電気事業連合会 

 

電気事業連合会 役員人事 

 

本日の総合政策委員会において、電気事業連合会の役員人事について、以下のとおり 

決議いたしましたのでお知らせいたします。なお、交代は6月25日を予定しております。 

 

現 新 

 

副会長 

  千葉
ち ば

  昭
あきら

（四国電力社長） 
  （四国電力会長に就任予定〔6月 25日付〕） 

 

 

副会長 

  苅田
か り た

 知
とも

英
ひで

（中国電力社長） 

 
 

 

副会長 

  久和
きゅうわ

  進
すすむ

（北陸電力社長） 
  （北陸電力会長に就任予定〔6月 25日付〕） 

 

 

副会長 

  瓜生
う り う

 道明
みちあき

（九州電力社長） 

 
 

 

以 上 

 

 

（ご参考） 

電気事業連合会の役員新体制（6月 25日以降） 

 

会 長             八木
や ぎ

  誠
まこと

（関西電力社長） 

副会長            苅田
か り た

 知
とも

英
ひで

（中国電力社長） 

      副会長            瓜生
う り う

 道明
みちあき

（九州電力社長） 

      副会長・最終処分推進本部長  廣江
ひ ろ え

  譲
ゆずる

（関西電力執行役員） 

専務理事・福島支援本部長   小野田
お の だ

 聡
さとし

（中部電力参与） 

理事・事務局長        八代
や し ろ

 浩
ひろ

久
ひさ

（東北電力執行役員待遇） 

理事・事務局長代理      手島
て じ ま

 康
やす

博
ひろ

（東京電力理事） 

理事・原子燃料サイクル事業推進本部長  田沼
た ぬ ま

  進
すすむ

（関西電力） 

資料１ 


